
−

平
成
23
年

−

10
月
・
第
１
回
運
行
管
理
者
講
習

会
を
開
催

−

平
成
24
年

−

4
月
・
公
益
財
団
法
人
へ
移
行

−

平
成
25
年

−

6
月
・
第
１
回
英
語
講
座
を
開
催

−

平
成
27
年

−

2
月
・
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
南
口
か
ら
桜
橋

口へ
タ
ク
シ
ー
乗
場
を
移
設

10
月
・
改
正
「
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正

化
特
別
措
置
法
」
が
施
行��

運
転
者
登
録
制
度
を
全
国

に
拡
大�

�

登
録
に
は
講
習
の
修
了
や

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る

−

平
成
28
年

−

1
月
・
適
性
診
断
業
務
を
開
始

4
月
・
桜
川
共
同
休
憩
所
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
修
を
開
始

−

平
成
29
年

−

7
月
・
天
保
山
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

前
タ
ク
シ
ー
乗
場
運
用
開

始
（
一
般
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
タ
ー
ズ
タ

ク
シ
ー
）

−

平
成
30
年

−

4
月
・
大
阪
国
際
空
港
タ
ク
シ
ー

乗
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン−令

和
元
年

−

10
月
・
優
良
事
業
者
等
評
価
制
度

の
運
用
を
開
始

−

令
和
2
年

−

2
月
・
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
タ
ク
シ
ー

乗
場
の
「
小
型
」「
中
型
」

及
び
「
近
距
離
」
乗
場
を

統
一

6
月
・
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
タ
ク
シ
ー

乗
場
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
乗
場
」
を
移
設
、
そ

れ
以
外
の
３
箇
所
の
乗
場

を
１
箇
所
へ
統
合

主
要
鉄
道
駅
の
全
輸
送
５
，
７
９
０
回
／
日  

前
年
度
の
５
８
・
７
％

９
月
実
施
の
輸
送
実
態
調
査
結
果

　
主
要
鉄
道
駅
の
調
査
は
、
Ｊ
Ｒ

新
大
阪
駅
な
ど
９
箇
所
で
実
施

し
、
全
輸
送
回
数
は
５
，
７
９
０

回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
輸
送

回
数
が
多
い
の
は
、
Ｊ
Ｒ
新
大
阪

駅
の
１
，
８
５
３
回
で
、
全
輸

送
回
数
の
３
２・０
％
で
し
た
。

次
い
で
、
北
大
阪
急
行
千
里
中
央

駅
７
７
５
回
、
阪
急
大
阪
梅
田

駅
７
４
６
回
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
桜

橋
口
６
０
７
回
と
な
っ
て
い
ま

す
。〈
グ
ラ
フ
１
〉

○
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
タ
ク
シ
ー
乗
場

　

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
「
小

型
」「
中
型
」「
近
距
離
」
乗
場
が
統

一
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
調
査
場
所

が
一
般
タ
ク
シ
ー
乗
場
一
箇
所
に

な
り
、
全
輸
送
回
数
は
前
年
度
か

ら
１
，
７
８
３
回
減
の
１
，
８
５
３

回
で
し
た
。〈
グ
ラ
フ
２
〉

　
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、本
年
８
月
で
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
、全
五
回
に
わ
た
っ

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
5050
年
の
あ
ゆ
み

年
の
あ
ゆ
み    

第
五
回
（
最
終
回
）

第
五
回
（
最
終
回
）

　

距
離
別
輸
送
回
数
の
う
ち
、
最

も
多
い
輸
送
距
離
は
５
㎞
超
10
㎞
ま

で
で
、
前
年
度
か
ら
６
９
３
回
減

の
７
３
７
回
で
し
た
。〈
グ
ラ
フ
３
〉

23
時
台
は
６
割
減

　

時
間
帯
別
全
輸
送
回
数
の
う

ち
、
最
も
多
い
時
間
帯
は
18
時
台

で
、
１
５
５
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
は
23
時
台
が
最
も
多
く
、

305


回
で
し
た
。〈
グ
ラ
フ
４
〉

○
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
タ
ク
シ
ー
乗
場

　

時
間
帯
別
全
輸
送
回
数
の
う

ち
、
最
も
多
い
時
間
帯
は
前
年
度

と
同
じ
く
８
時
台
で
し
た
が
、
73

回
減
の
58
回
で
し
た
。〈
グ
ラ
フ
５
〉

　
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
主
要
タ
ク
シ
ー
乗
場
で
実
施
し
て

い
る
タ
ク
シ
ー
輸
送
実
態
調
査
を
今
年
度
は
９
月
17
日
（
木
）
に
実

施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
移
動

の
自
粛
を
受
け
、
昨
年
度
か
ら
利
用
者
数
は
大
き
く
減
少
す
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
た
の
か
、
乗
場
別
の
利
用
回
数
と

利
用
の
多
い
時
間
帯
な
ど
の
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
大
阪
方
面
（
大
阪
と
大
阪
近
距

離
）
の
全
輸
送
回
数
は
、
前
年
度

か
ら
お
よ
そ
半
減
の
３
２
６
回

で
し
た
。

　

時
間
帯
別
輸
送
回
数
の
う
ち

最
も
輸
送
回
数
が
多
い
の
は
、

前
年
度
と
同
じ
く
20
時
台
で
し

た
が
、
41
回
減
の
54
回
で
し
た
。

〈
グ
ラ
フ
６
〉

　

な
お
、
行
先
地
別
輸
送
回
数

の
う
ち
、
大
阪
タ
ク
シ
ー
乗
場

は
大
阪
市
内
（
主
要
鉄
道
駅
を

除
く
）
が
１
５
３
回
、
大
阪

近
距
離
タ
ク
シ
ー
乗
場
は
豊
中

市
が
82
回
で
最
も
多
い
回
数
で

し
た
。

大阪地域の登録等現況

項目
特定指定地域
（大阪府A）

単位地域
（大阪府B）

計（女性） 計（女性）
登録運転者数（法人）22,033（478） 2,503（65）
運 転 者 証（法人）18,327（372） 2,093（49）
事業者乗務証（個人） 2,622（22） −　（−）
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研
修
会
は
、
例
年
、
行
政
並
び

に
学
識
経
験
者
を
招
請
し
ご
講
演

い
た
だ
き
、
指
導
主
任
者
（
補
助

者
）
の
日
常
の
業
務
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事 

田
村
の
開
講
挨
拶
に

続
い
て
、
近
畿
運
輸
局 

後
藤
大

阪
運
輸
支
局
長
、
マ
マ
コ
ミ
ュ
！

ド
ッ
ト
コ
ム 

出
水
代
表
か
ら
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
観
点
か
ら
、
受

講
人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
受
講
者
の
皆
様
に
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
お
聞

き
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

開
催
日
時

令
和
２
年
11
月
９
日
（
月
）

13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

開
催
場
所

大
阪
歴
史
博
物
館

　
こ
の
度
、
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
左
記
の
と

お
り
、『
タ
ク
シ
ー
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
※
） 

に
沿
っ

た
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
動
画
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
が
取
り
組
ん
で
い
る
感
染
防
止

対
策
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

国
土
交
通
省
が
タ
ク
シ
ー
を
ご
利

　
こ
の
度
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
は
創
立

50
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
「
創
立
50
周
年
記

念
誌
～
大
阪
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

の
あ
ゆ
み
～
」
を
令
和
２
年
10
月

28
日
に
刊
行
し
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
及
び
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等

へ
謹
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　

夫
は
体
調
が
悪
く
、
歩
行
も
困
難

で
、
病
院
へ
行
く
た
め
に
い
つ
も
タ

ク
シ
ー
を
呼
び
、
運
転
者
さ
ん
に
は

自
宅
の
自
動
式
ゲ
ー
ト
の
前
で
待
機

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
特
に
運
転
者
さ
ん
に
は

大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
夫
に
付
き
添
い
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
行
く
と
、
運
転
者
さ
ん
は
私

た
ち
に
気
付
き
、
す
ぐ
に
駆
け
寄
っ

て
く
だ
さ
り
、
夫
に
付
き
添
っ
て
、

待
機
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
ま
で
連
れ

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
病
院
に
到
着
す
る
と
、

　
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
タ
ー

ズ
タ
ク
シ
ー
認
定
研
修
（
英
語
・
中

国
語
・
韓
国
語
）」
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

１　
運
転
者
の
推
薦
基
準
と
申
込
方
法

①�

左
記
の
基
準
に
該
当
す
る
運
転
者

を
事
業
者
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ア
、 

申
請
前
３
年
間
に
タ
ク
シ
ー

業
務
に
関
し
て
道
路
交
通
法
及

び
道
路
運
送
法
に
よ
る
行
政
処

分
を
受
け
た
こ
と
の
無
い
者

イ
、 

外
国
語
能
力
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
資
格
レ
ベ
ル
を
有
す
る

者
若
し
く
は
同
等
レ
ベ
ル
の
者

○
英
語
・
・
・
英
検
２
級
程
度

○
中
国
語
・
・
・
一
般
社
団
法

人
日
本
青
少
年
育
成
協
会
・

漢
語
水
平
考
試
（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
）

３
級
程
度

○
韓
国
語
・
・
・
大
韓
民
国
政

府
認
定
韓
国
語
能
力
試
験（
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｋ
）
３
級
程
度

ウ
、
観
光
能
力
に
つ
い
て
は
、「
な

に
わ
な
ん
で
も
大
阪
検
定
」
３

級
合
格
者
以
上
若
し
く
は
同
等

レ
ベ
ル
の
者

②
申
込
方
法

ア
、 

開
催
通
知
に
同
封
し
て
い
る

研
修
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

運
転
者
さ
ん
は
病
院
内
の
車
い
す
を

取
り
に
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
夫
が
自

力
で
降
り
る
こ
と
の
な
い
よ
う
乗
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

普
段
、
車
い
す
に
乗
る
こ
と
を
嫌

が
っ
て
い
る
夫
が
、
嫌
が
る
こ
と
な

く
乗
り
移
り
ま
し
た
。

　

運
転
者
さ
ん
が
乗
降
時
に
寄
り

添
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
非

常
に
助
か
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阪
急
タ
ク
シ
ー

�

古
山　
辰
美
さ
ん

※
研
修
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

イ
、
申
込
期
限

�

令
和
３
年
１
月
12
日
（
火
）

２　
認
定
研
修

①
開
催
日

　
　
令
和
３
年
１
月
19
日
（
火
）

９
時
20
分
か
ら

16
時
30
分
ま
で

�

《
受
付
は
９
時
か
ら
》

②
研
修
内
容

・
接
遇
研
修
（
共
通
）

・
観
光
研
修
（
共
通
）

・
外
国
語
研
修
（
英
・
中
・
韓
か

ら
い
ず
れ
か
を
選
択
）

※
認
定
研
修
を
受
講
し
た
者
の
み

が
認
定
試
験
を
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
受
講
料
・
・
・
５
，
０
０
０
円

３　
認
定
試
験

①�

試
験
日
・
・
・
認
定
研
修
受
講
の

際
に
お
伝
え
し
ま
す
。

②
試
験
内
容

審
査
官
に
よ
る
面
接
形
式
の
リ
ス

ニ
ン
グ
＆
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
試
験

③
受
験
料
・
・
・
２
，
０
０
０
円

４　
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課　
太
田
・
西
垣

�

０
６
（
６
９
３
３
）
５
６
２
０

受
講
者
数

67
名
（
67
社
）

講
習
内
容

⑴　
�「

快
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

向
け
て
」

近
畿
運
輸
局 
大
阪
運
輸
支
局
長

�
後
藤 
浩
之　
様

⑵　

�「
～
命
を
乗
せ
て
走
る　

交

通
機
関
と
し
て
の
役
割
～
」

マ
マ
コ
ミ
ュ
！
ド
ッ
ト
コ
ム

�

代
表　
出
水 

眞
由
美　
様

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
２
年
11
月
９
日
（
月
）
に
指

導
主
任
者
（
補
助
者
）
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
資
質
を

高
め
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
第

36
回
指
導
主
任
者
（
補
助
者
）
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

運
転
者
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
感
謝
の
申
告

の
ご
紹
介

用
さ
れ
る
方
に
対
し
て
お
願
い
し

て
い
る
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
も
盛
り
込

ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
動
画
は
、Y
o
u
T
u
b
e

で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
。

　
企
画
・
構
成
・
撮
影
・
資
料
収

集
・
編
集
と
い
っ
た
印
刷
を
除
く

作
製
工
程
を
、
セ
ン
タ
ー
職
員
一

丸
と
な
っ
て
行
い
、
何
度
も
話
し

合
い
を
重
ね
編
纂
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
温
か
み
の
あ
る
記
念
誌
に

な
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
役
職
員
一
同
さ

ら
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
所
存

で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方

の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
『
タ
ク
シ
ー
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
２

版
）
』 

令
和
２
年
６
月
４
日 

一
般
社
団
法
人

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
策
定

○
休
業
日

令
和
２
年
12
月
29
日
（
火
）
～

�

令
和
３
年
１
月
３
日
（
日
）

※�

桜
川
共
同
休
憩
所
の
休
業
日
等
に

つ
い
て
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
総
務
課
〉�

０
６
（
６
９
３
３
）
５
６
１
１

○
研
修
に
つ
い
て

　

ご
希
望
さ
れ
る
受
講
科
目
の
詳
細

に
つ
い
て
は
研
修
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
研
修
所
〉�

０
６
（
６
９
３
３
）
５
６
１
６

○
登
録
に
つ
い
て

　

セ
ン
タ
ー
休
業
期
間
中
に
運
転
免

許
証
交
付
を
受
け
た
場
合
は
延
長

シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
使
用
し
、
業
務

開
始
日
か
ら
一
週
間
以
内
に
所
定
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
登
録
課
〉�

０
６
（
６
９
３
３
）
５
６
１
５

令和２年  タクシーカード備付け調査結果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
動
画
を
作
成

～
タ
ク
シ
ー
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
～

大
阪
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

創
立
50
周
年
記
念
誌
を
刊
行

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

第
36
回
指
導
主
任
者（
補
助
者
）研
修
会
を
開
催

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
タ
ー
ズ
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　

認
定
研
修
（
英
・
中
・
韓
）
開
催
の
お
知
ら
せ　
　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
タ
ー
ズ
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　

認
定
研
修
（
英
・
中
・
韓
）
開
催
の
お
知
ら
せ　
　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
タ
ー
ズ
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　

認
定
研
修
（
英
・
中
・
韓
）
開
催
の
お
知
ら
せ　
　

調　査　台　数 不　備　台　数 不　　備　　率

Ｒ 2 Ｒ 1 前年比 Ｒ 2 Ｒ 1 前年比 Ｒ 2 Ｒ 1 前年比

法人 2,672 2,600 +72 22 25 -3 0.82% 0.96% -0.14%

個人 528 514 +14 5 4 +1 0.95% 0.78% +0.17%

合計 3,200 3,114 +86 27 29 -2 0.84% 0.93% -0.09%

※不備車両、法人22台のうち、２台不備が４営業所、１台不備が14営業所であった。

１　調査期間
　令和２年10月１日㈭から同月� �
13日㈫までの間（日曜日は除く）

２　調査場所
　大阪国際空港、千里中央駅、新大
阪駅、大阪駅、京橋駅、なんば駅、天王
寺駅、あべの橋駅及び堺東駅の各タク
シー乗場　９箇所


